本紙 (朝日 新聞) の 文芸 時評で、 長 与 先生が、 私の 

下手な 作品 を 例に 挙げて、 現代 新人の 通性 を 指摘して 

居られました。 他の 新人 諸君に 対して、 責任 を 感じ ま 

したので、 一 言 申し開き を 致します。 古来 一 流の 作家 

はっきり 

の もの は 作 因が 判然して いて、 その 実感が 強く、 従つ 

て そこに 或る 動かし難い 自信 を 持って いる。 その 反対 

に 今の 新人 は その 基本 作 因に 自信が なく、 ぐらついて 

いる、 というお 言葉 は、 まさに 頂 門の 一 針に て、 的確 

な ものと 思いました。 自信 を、 持ちたい と 思います。 

けれども 私たち は、 自信 を 持つ ことが 出来ません。 

どうしたの でしよう。 私たち は、 決して 怠けて など罟 
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